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家・職場に続く高齢者の「サードプレイス」の実態 
～日常にある場に着目して̃  

東海大学 健康学部健康マネジメント学科 准教授 
澤岡 詩野 

1．高齢期に「サードプレイス」が求められる理由とは？
高齢期は、子育てや仕事を介したつながりや場が縮小していく時期であり、それに代わ
る「居場所」を再構築する時期とも位置付けられる。ライフコースに照らし合わせて居場
所の変化をみていくと（図 1）、「家・家庭」（第一の居場所）は、様々なサポートの授受が
生まれる重要な場ではあるが、子どもの独立、配偶者や兄弟姉妹との離死別もあり縮小し
ていかざるを得ない居場所といえる。二つ目の居場所に位置付けられる「職場」は、一つ
のミッションに取り組むことから仲間や有用感が得られやすい場であるが、定年の年齢が
延長はされてはいるものの、いずれはなくなっていく居場所ともいえる。 
ここからも、歳を重ねるほどに大事になっていくのが、「家・家庭」でも、「職場」でも
ない、三つ目の居場所「サードプレイス」といえる。具体的には、趣味のサークル、ボラ
ンティア活動や地域活動はもちろん、人によっては、いつもの見知った犬友に会える公園
の一角や、サウナでのおしゃべりが楽しいスポーツクラブ、なじみの店員さんのいる駅前
のコーヒーショップなど、多様な場が挙げられる。
介護予防や孤立化の抑止などの取り組みにおいては、サロンや健康づくりの自主グルー
プ活動など、「生きがいや楽しみ（タイプⅠ）」「交流（タイプⅡ）」「心身機能維持・向上
（タイプⅢ）」を目的として自治体や地域の想いある担い手がつくりあげた場に焦点をあて
られることが少なくない（図 2）1)。しかし、誰かが居場所として意図して作った場には居
心地の悪さを感じる高齢者も一定数存在し、この人々を「誘っても出てこない」「つながり
を拒む寂しい人」などと位置付けることも少なくない。しかし、見方を変えると、その場
で求められる密度の濃いつながりや深い関与の仕方に拒否感を持っているだけで、自分の
求める距離感や関わり方が実現できる場には出てくる可能性も否めない。

支えあいやボランティアといった密度の濃くみえるつながりや深い関与の仕方を前提に

し過ぎるあまりに、その人のもつ「ゆるやかな」つながりや「少しのできること」を実現

している「サードプレイス」に気付けていないだけなのかもしれない。この課題意識か

ら、本項では日常に既にあるタイプ 0（図 2参照）の場、飲食店や商業施設、スポーツク

ラブなどに目を向け、高齢当事者が「サードプレイス」と感じる場と第1の居場所「家・

家庭」、第 2の居場所「職場」との関連を、日本・アメリカ・ドイツ・スウェーデンのデー

タから明らかにしていく。なお、「サードプレイス」については、共通の定義がないため
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に、高齢当事者が「あなたが、家や職場以外に、居心地のよいと感じられる居場所

（Q42）」と感じる場に着目していく。 

本データにおいては、高齢期の居場所として挙げられることの多い「公民館・習い
事、サークル、ボランティア」に加え、飲食店や商業施設や娯楽施設、スポーツジム
や図書館なども選択肢に含め、「居心地のよいと感じられる居場所」として当てはまるも
のを全て尋ねた。結果、「公民館・習い事、サークル、ボランティア」を選んだのは回
答者全体の 27.3％（アメリカ 42.9％、スウェーデン 36.2％、ドイツ 24.3％、日本
11.5％）に過ぎなかった。一方で、飲食店は全体の 54.2％（アメリカ 82.5％、スウェ
ーデン 66.9％、ドイツ 57.2％、日本 22.6％）、商業施設は全体の 40.5％（アメリカ
64.5％、スウェーデン 57.7％、ドイツ 22.4％、日本 22.8％）であった。 
これらのサードプレイスを一つも持たない人も存在（9.0％）し、割合は日本が
16.9％と最も高く、ドイツ 8.5％、アメリカ 4.9％、スウェーデン 2.7％と続いていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 3 つの居場所の移り変わり（著者作成）2) 
 

 
  
 
 
 
 
 
 

図 2 通いの場の類型）1) 
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2. 「第 1の居場所」と「サードプレイス」の関連 
第 1の居場所として「家・家庭」が挙げられ、現在に一緒に暮らしている人に着目
し、「ひとり暮らしか否か」（Ｆ４）を分析していく。加えて、「ご家族や親族の方々の
なかで、なんらかの役割を果たしているか否か（Ｑ１）」といった家庭内の役割にも目
をむけていく。ひとり暮らしの人の割合は、ドイツ（43.1％）、スウェーデン
（36.1％）、アメリカ（29.0％）の順番で高く、日本は 17.3％と最も低かった。ご家族
や親族のなかでなんらかの役割を果たしていると回答した人の割合は、スウェーデン
（94.1％）とアメリカ（92.2％）、ドイツ（86.6％）と 9割前後であったが、日本は 8
割弱（77.6％）であった。 
加齢に伴って手助けを受けることは増えていく一方で、家族との離死別に直面し、
全人的なサポートの源泉となる「家・家庭」という居場所を失う人も増えていく。
「家・家庭」のない人の方が、新たな居場所を求めて「サードプレイス」と呼ばれる
場を求めるのだろうか？ここからは、「家・家庭」と「サードプレイス」の関連につい
て分析を行っていく。「サードプレイス」は、「飲食店」「商業施設」「娯楽施設」「スポ
ーツジム・温泉施設（以後、スポーツジム）」「図書館」「公民館・文化センター・習い
事・サークル・ボランティア（以後、公民館・習い事）」の 6つに着目する。 
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「ひとり暮らし」×「サードプレイス」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 ひとり暮らしか否かとサードプレイスの関連 
 

ひとり暮らしか否かと回答者によって居場所として選ばれたサードプレイスの関連
をみていく（図 3）。有意な関連が認められたのは、【ドイツ】ひとり暮らし×商業施
設（p=0.04）、ひとり暮らし×娯楽施設(p=0.03)、ひとり暮らし×スポーツジム(p＝
0.00)、【スウェーデン】ひとり暮らし×飲食店(p=0.00)、ひとり暮らし×商業施設
(p=0.01)、ひとり暮らし×娯楽施設(p＝0.00)、ひとり暮らし×スポーツジム(p＝0.00)
であった。 
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「家族や親族のなかで、なんらかの役割を果たしている」×「サードプレイス」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4 家族や親族のなかでの役割の有無とサードプレイスの関連 

 
家族や親族のなかでの役割の有無とサードプレイスの関連をみていく。有意な関連
が認められたのは、以下であった（図 4）。 
【日本】家族や親族で役割×飲食店(p=0.01)、家族や親族で役割×商業施設(p＝
0.00)、家族や親族で役割×スポーツジム(P=0.04)、家族や親族で役割×図書館
(p=0.00)、家族や親族で役割×公民館・習い事(p＝0.00) 
【アメリカ】家族や親族で役割×娯楽施設(p=0.03)、家族や親族で役割×スポーツジ
ム(p=0.04)、家族や親族で役割×図書館(p=0.00)、家族や親族で役割×公民館・習い
事(p=0.01) 
【スウェーデン】家族や親族で役割×飲食店(p=0.01)、家族や親族で役割×商業施設 
(p=0.05)、家族や親族で役割×公民館・習い事(p=0.00) 
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3．「第 2の居場所」と「サードプレイス」の関連 
代表的な第 2の居場所として「職場」が挙げられ、「現在、収入を伴う仕事をしてい
るか否か（Ｑ15）」と「今後、収入を伴う仕事をしたいと思うか否か、収入を伴う仕事
を続けたいと思うか否か（Ｑ18）」に目をむけていく。（ここの設問では「不明・無回
答」を除外して分析を行った。）現在、仕事をしている人の割合は、日本（43.8％）で
最も高く、ドイツ（31.2％）、アメリカ（27.1％）、スウェーデン（22.5％）と続いてい
た。今後、仕事をしたい（仕事を続けたい）と思っている人の割合は、日本
（50.9％）では 5割を超していたが、アメリカ（32.2％）、ドイツ（29.0％）、スウェー
デン（24.5％）では 3割前後であった。 
定年退職にともない、「職場」という居場所を失った後に「家」に引きこもる企業退
職者の孤立化が世界中で問題視されている。「職場」という第二の居場所のない人の方
が、新たな居場所を求めて「サードプレイス」と呼ばれる場を求めるのだろうか？こ
こからは、「職場」と「サードプレイス」の関連について分析を行っていく。 
 
「収入を伴う仕事」×「サードプレイス」 
 
「現在、収入を伴う仕事をしている」×「サードプレイス」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5 仕事をしているか否かとサードプレイスの関連 
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現在、仕事をしているか否かとサードプレイスの関連をみていく（図 5）。有意な関
連が認められたのは、【日本】仕事をしている×飲食店(p=0.00)、仕事をしている×ス
ポーツジム(p=0.00)、【アメリカ】仕事をしている×商業施設(p=0.02)、【ドイツ】仕
事をしている×飲食店(p=0.05)、仕事をしている×スポーツジム(p=0.01)、【スウェー
デン】仕事をしている×飲食店(p＝0.00)、仕事をしている×娯楽施設(p=0.00)であっ
た。 
 
「今後、収入を伴う仕事をしたい、続けたい」×「サードプレイス」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6 仕事をしたい、続けたいか否かとサードプレイスの関連 
 
今後、仕事をしたい、続けたいか否かとサードプレイスの関連をみていく（図 6）。
有意な関連が認められたのは、【日本】仕事したい・続けたい×スポーツジム
(p=0.02)、【アメリカ】仕事したい・続けたい×商業施設(p=0.01)、【ドイツ】仕事し
たい・続けたい×飲食店(p=0.00)、仕事したい・続けたい×娯楽施設(p=0.03)、仕事
したい・続けたい×スポーツジム(p=0.03)、仕事したい・続けたい×図書館
(p=0.00)、【スウェーデン】仕事したい・続けたい×飲食店(p=0.00) 、仕事したい・
続けたい×商業施設(p=0.01）、仕事したい・続けたい×娯楽施設(p=0.01)、仕事した
い・続けたい×スポーツジム(p=0.00)であった。 
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4．「サードプレイス」がない人の特徴 
サードプレイスがないと回答した人は 9.0%と僅かであったが、スウェーデン
2.7％、アメリカ 4.9％、ドイツ 8.5％であったのに対し、日本は 16.9％と多かった。 
サードプレイスの存在と、第１の居場所（ 「ひとり暮らしか否か」、「ご家族や親族の
方々のなかで、なんらかの役割をはたしているか否か」）、第 2の居場所（ 「現在、収入
を伴う仕事をしているか否か」、「今後、収入を伴う仕事をしたいと思うか否か、収入
を伴う仕事を続けたいと思うか否か」）との関連を、性別、年齢の変数を統制したうえ
で検討するために、「家や職場以外に、居心地のよいと感じられる居場所があるか否か」
を従属変数とするロジスティック回帰分析を行った（表 1～4）。 
この結果、4か国で異なる結果が得られた。【日本】では、「ひとり暮らし」、「ご家
族や親族の方々のなかで、なんらかの役割をはたしていない」で、サードプレイスを
持たない傾向が認められた（表 1）。【ドイツ】では、「ひとり暮らし」と「ご家族や親
族の方々のなかで、なんらかの役割をはたしていない」、「現在、収入を伴う仕事をし
ている」と「今後、収入を伴う仕事をしたいと思わない、仕事を辞めたい」で、サー
ドプレイスを持たない傾向が認められた（表 3）。【アメリカ】と【スウェーデン】で
は、「ご家族や親族の方々のなかで、なんらかの役割をはたしていない」で、サードプ
レイスを持たない傾向が認められた（表 2、表 4）。 
全ての国で、サードプレイスを持つことに関連が認められたのは、第 1の居場所を
現わす「家・家庭でなんらかの役割をはたしている」ことであった。 
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5．多様な居場所の必要性 
これまでは、高齢期の居場所として、サロンや地域活動といった高齢当事者以外の
第三者によって作られた場に視点がいきがちだった。今回の調査では、飲食店や商業
施設、スポーツクラブなど、高齢者の日常に既にある場、食事をする、買い物をす
る、身体を動かすといった、交流を目的としない多様な場が居場所として挙げられ
た。 
「家・家庭」や「職場」との関連を分析した結果、「家・家庭」という居場所に同居
者がいる、役割をもっていることと、「職場」という居場所を持っている、持ちたいと
思っていることと、これらのサードプレイスを持つこととが関連していた。 
近年では、離婚率の上昇などにより高齢期に単身化する人、定年年齢の延長で 70代
に近づいてから職場から離れる人が増加している。そうなってから居場所として作ら
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れたサロンや地域の活動に入っていくことに壁を感じる人も少なくないなかで、これ
までの生活の延長にある場を居場所とし続けられること、ここを住んでいる地域とつ
ながる起点としていくための働きかけなどを、民間企業と連携 3)して行っていくこと
が求められている。 
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